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都道蔚嘗二区域を入方tそて繋ぎLて∴ 

都道府県  A県  区域  全域   データ入力箇所  

入力に係るコメント  

地域ケア整備に係る諸ニーズ及び供給の将来推計（長期推計）  

《推計例》  

A県全域の場合  

【推計結果の概要】  

（単位：千人程度）  

平成17  平成27  平成37  平成47  

（2005）  （2015）  （2025）  （2035）   

①人口及び高齢者数の見通し   

・高齢者数（65歳以上人口）   1，195   1，517   1，620   1，590  

（75歳以上人口）   535   740   934   973   

②要介護（支援）認定者数の見通し   

・要介護（支援）認定者数   211   282   347   396  

うち重度（要介護4～5）   47   63   80   95   

そのうち単独・夫婦のみ世帯   21   30   37   42   

③施設・居住系サービス（主に中重度用）のニーズ   
・ケースⅠ：地域ケアが相当程度進んだケース   51   50   51   50  

・ケースⅡ：地域ケアがある程度進んだケース   50   57   62   

・ケースⅢ：重度化シフトのみが生じたケース   51   50   63   74   

・参考ケース：現状のままのニーズが続いたケース   51   66   82   97   

④見守り等を要する者の見通し（ケースⅠの場合）   134   184   211   223   

（9「在宅医療」手tl用延べ人数の見通し（ケースⅠの場合）   89   130   156   173   

（注1）様々な仮定をおいて作成したごく粗い推計であることに留意が必要。  
（注2）（4）は様々な在宅医療を利用する者の延べ人数であることに留意が必要。   



都道府県 A県  

区域  全域   

1．人口及び高齢者数の見通し   

（1）人口の推計  

別途推計した性・年齢階級別人口の見通しを入力してください。  
（この推計例ではA県全体についての国立社会保障・人口筒題研究所の将来推計人口を使用しています。）  
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（単位：千人）  

総 数   男 性   女 性  

年齢  平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年  平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年  平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年  

（2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）  （2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）  （2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）   

総数   5．636 5，538 5，406 5，227 5，0114，765 4，516  2，678 2，612 2，533 2，4312，315 2，189 2，063  2，958 2，926 2，873 2，796 2，696 2，576 2，453   
0・一 4   227  209 195 177 160 146 134  117 107 100   91   82  75   69  110 102  95   86   78   71   65   
5～ 9   239  226  209 194 177 160 146  122 116 107 100  91   82  75  11了 110 102   94   86   78   71   

10～14   262  239  226  208 194 177 160  134 122 116 107 100  91   82  128 117 110 101   94   86   78   

15～19   293  260  236  224  207 192 175  151 133 121 115 107  99  90  142 127  ‖5 109 100   93   85   
20～24   321 274  244  221 209 193 179  162 139 123 111 106   98  91  159 135 121 110 103   95   88   

25～29   353  316  272  242  220  208 192  175 157 136 120 109 104  96  178 159 136 122 111 104   96   
30～34   400  354  3柑  274  244  222  210  197 175 158 137 121 110 105  203 179 160 137 123 112 105   
35～39   358  398  352  316  273  243  221  172 196 174 157 136 120 109  186  202 178 159 137 123 112   
40～44   355  354  394  348  313  270  240  170 169 193 171 154 134 118  185 185  201 177 159 136 122   
45～49   355  350  349  389  344  309  267  172 167 166 189 168 151 131  183 183 183  200 176 158 135   
50～54   429  349  345  344  383  338  304  206 168 163 162 185 164 147  223 181182 182 198 174 156   
55～59   473  418  341 338  337  375  331  223 198 162 158 157 179 159  250  220 179  柑0 180 196 172   
60～64   376  460  408  333  330  330  367  173  214 191 156 152 152 173  203  246  217 177 178 178 194   
65～69   345  360  441 391 320  318  318  158 162  201 179 147 144 144  柑7 198  240  212 173 174 174   
70～74   315  320  336  414  366  301 299  144 141 146 182 162 134 131  171 179 190  232  204 167 168   
75～79   245  278  284  300  372  330  271  106 120 118 123 155 138 114  139 158 166 177  217 192 157   
80一〉84   159 198  228  235  250  313  278  58  78  90   89  93 119 106  101 120 138 146 157 194 172   
85～   131 175  228  279  312  340  424  38   50   68   84  90  95 122   93 125 160 195  222  245  303   

（注1）この推計例では、国立社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口（平成14年3月推計）」を使用した。ただし、これは2030年までの推計なので、2035年については、  

コーホート変化率法を用いて推計した。  

（注2）市町村別に人口を推計する場合には、国立社会保障・人口問題研究所のウェブサイトで提供されている「小規模簡易将来人口推計システム」を利用することが考えられる。  

具体的には http：／／www．ipss．go．jp／syoushika／tohkei／Shou／S＿Jouken，aSP を参照。また、当該システムについての使用上の注意等に十分留意が必要。  

（注3）現在の公的推計は、基本的に2000年の国勢調査をベースにしたものなので、必要に応じて、2005年の国勢調査結果を用いて補正を行うことが望ましい。例えば、「小規模  

簡易将来人口推計システムを使用する場合に、1995年国勢調査結果を入力する欄に2000年国勢調査結果を、2000年国勢調査結果を入力する欄に2005年国政調査結果を、それ  

ぞれ入力して推計を行ってみるといったエ夫が考え得る。  

（注4）地域別の人口推計を行う際には、各地域別の推計結果の集計が、各都道府県の人口推計や、全国の人口推計と、必ずしも整合しない場合があることに留意が必要。  

（注5）このワークシートよりも、年齢階級の刻みを細かくして推計することは差し支えない。   



都道府県 A県  
区域  全域   

1．人口及び高齢者数の見通し（続き）   

（2）世帯構造別介護保険被保険者数  

別途推計した世帯構造別の介護保険被保険者教の見通しを入力してください。  
にの推計例ではA県全体についての畠立社会保囲ぃ人口問題研究所の世帯数の将来推計を使用しています。具体的には注を拳察してください。  

（単位：千人）  

総 数  男 性  女 性  
平成17年 平成22年平成27年 平成32年 平成37年平成42年 平成47年        平成17年 平成22年平成27年 平成32年平成37年 平成42年 平成47年        平成17年平成22年平成27年平成32年平成37年 平成42年 平成47年  

（2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）        （2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）        （2005）（2010）（2015）（2020）（2025）（2030）（2035）   

合計  計   3，183  3，262  3．354  3．371  3，327  3，224  3，099  1，448  1，467  1．498  1，493  1，463  1．410  1，346  1，735  1．795  1，856  1．878  1，864  1，814  1，753   

（65一再掲）  （1，195）  （1，331）  （1，517）  （1，619）  （1．620）  （1，602）  （1，590）  （504）  （551）  （623）  （657）  （647）  （630）  （617）  （691）  （780）  （894）  （962）  （973）  （972）  （974）   
40～64  1，988  1，931  1．837  1，752  1．707  1，622  1，509  944  916  875  836  816  780  田  1．044  1．015  962  916  891  842  780   
65～69   345  360  441  391  320  318    158    201  179  147  144  144  187  198  240  212  173  174  174   

70～74   315  320  336  414    301  299  144  141  146  182  162  134        190  232  204  167  168   

75～79   245  278  284  300  372  330  271  106  120    123  155    114  139  158  166    217  192  

80～85   159    228  235  250  313  278  58  78  90  89  93  119  106  101  120  138  146  157  194  172   

85～   131  175  228  279  312  340  424  田  50  68  84  90  95  122  93  125  160  195  222  245  303   
単独世帯   計   436  489  534  565  583  570  547  168  190  209  221  228  220  210  267  300  326  343  355  350  337   

（65一再掲）  （209）  （245）  （286）  （315）  （330）  （327）  （319）  （49）    （74）  （87）  （94）  （92）  （90）  （160）  （186）  （212）  （228）  （236）  （235）  （229）   

40～64   227  244  248  249  253  243  228  120  130  135  134  134  129  121  107  114  114  115  119  115  108   

65～69   49      65  57  56    14    25  27  25  24  24  35  36  43  38  32  32  32   

70～74   54  57  60  75  70  58  58  13    15  22  23  19  19  42  43  45  53  47  38  39   

75～79   51  61  65  70  89    65      13  15  22  19  16  41  48  52  55  67  59  49   

80～85   35  45    55  59  73  10          14  28  35  41  44  46  57  51   

85～   20  30  40  49    61  5   9 11 12 13 17 15 23 31 38 43 48 59 

夫婦のみ世帯  計   874  917  930  913  877  860  833  437  458  465  456  439  430  417  437  458  465  456  439  430  417   

（65一再掲）  （481）  （534）  （593）  （607）  （577）  （562）  （542）  （240）  （267）  （297）  （303）  （288）  （281）  （271）  （240）  （267）  （297）  （303）  （288）  （281）  （271）   

40～64   394  383  336  306  301  298  291  197  191  168  153  150  149  145  197  191  168  153  150  149  145   

65～69   158    187  156  124  121      80  93  78  62  61      80  93  78  62  61  61   

70～74   149  151  153  178  148  123  120  75      89  74  61  60  75    76  89  74  61  60   

75～79   104  122  124  126  148  132  109  52  61  62  63  74    54  52  61  62  63  74  66  54   

80～85   49    86  90  93  119  106  24  36  43  45  47  60  53  24  36  43  45  47  60  53   

85～   21  29  44  57  64  67  86  10  14  22  29  32  34  43  10  14  22  29  32  34  43   

その他世帯  計   1，873  1．856  1－890  1．894  1，867  1．794  1．719  842  819  825  815  796  760  719  1．031  1．037  1．066  1∫078  1，070  1，034  1，000   

（65一再掲）  （505）  （552）  （638）  （697）  （713）  （713）  （729）  （215）  （225）  （252）  （267）  （264）  （257）  （256）  （29り  （327）  （386）  （430）  （449）  （456）  （473）   

40～64  1．368  1，304  1．252  1，197  1．154  1，080  990  628  594  572  549  532  502  463  740  710  680  648  621  578  527   

65～69   138  146  186  170  140  141  141  65  65  83  74  61  59  59  73  81  103  96  79  81  81   

70～74   123  161  147  120  121    52  54    64  53  52  55  60  69  90  83  67  69   

75～79   90    96  104  135  120  98  43  47  43  45  59  53  44  46  49  53  59  76  67  54   

80～85   76  81  89  90  98  121  107  27  32  36  33  34  44  39  49  49  53  57  64  77  68   

85～   90  116  144  172  193  212  263  23  29  37  44  46  48  62  67  88  107  128  147  164  201   

（注1）この推計例では、世帯構造合計の人口については、上記（1）の推計結果を使用。単独世帯、夫婦のみ世帯に属する人口については、「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）  

一平成17年8月推計一」を使用した。ただし、これは2025年までの推計なので、その先の年次は、世帯主率法を用いて推計した。  

夫婦のみの世帯に属する人口ついては、夫婦のみ世帯数の  85％程度が、当該年齢階級に属しているものと仮定して推計している（国民生活基礎調査ベース）。  

ただし、本来、この割合は、性によって異なると考えられるが、現時点では一定の割り切りで推計している、  

（注2）現在の公的推計は、いずれも、2000年の国勢調査をベースにしたものなので、必要に応じ、2005年の国勢調査結果を用いて補正を行うことが望ましい。  

（注3）地域別の人口推計を行う際には、各地域別の推計結果の集計が、各都道府県の人口推計や、全国の人口推計と、必ずしも整合しない場合があることに留意が必要。  

（注4）このワークシートよりも、年齢階級の刻みを細かくして推計することは差し支えない。   



都道府県 A県  
区域  全域   

2．要介護（支援）認定者数の見通し   

（1）租要介護（支援）発生率の作成  

性・年齢階簸別宴介護（支援）認定者数の見通しを入力してください。  
（ここでは実績を使用しました。具体的には、注を参照してください。）  

（単位：千人，％）  

合計   要支援1  要支援2  要介護1  要介護2  要介護3  要介護4  要介護5   

男性   認定者  計   66   9  田   9  止   9  8  

（単位：千人） 40～64   4  0  0   

65～69   1   

70～74   10   2   2   

75～79   14   2   2   2   2   2   2  

80～85   14   3  2  2  2  2  

85～   19  2   4  2  3  2   2  

発生率  計  

（単位：％）40～64  0．0％   0．1％   0．1％   0．1％   0．1％   0．0％   0，1％  

65～69  0．4％   0．7％   0．5％   0．6％   0．4％   0．4％   0．4％  

70～74  0．9％   1．3％   0．9％   1．2％   1．0％   0．8％   0．8％  

75～79  2．1％   2．5％   1．7％   2．1％   1．7％   1．4％   1．5％  

80～85  4．3％   5．0％   3．3％   3．6％   2．9％   2．6％   2．4％  

85′・■  6．1％   9．6％   6．4％   7．6％   6．8％   6．3％   5．8％   

女性   認定者  計   146  26  田  21  19  田  旧  岨  

（単位＝千人） 40～64  4  0  0  

65へ′69   6   

70～74   14   4  3  2  2  

75～79   26  7  4  3  2  2  2  

80′〉85   37  8  9  6  5  4  3  3  

85～   59  6  9   8   9  

発生率  計  

（単位：％）40～64  0．0   0．1％   0．1％   0．1％   0．0％   0．0％   0．0％  

65～69  0．7％   0．8％   0．5％   0．4％   0．3％   0．3％   0．3％  

70～74  2．0％   1．9％   1．3％   0．9％   0．7％   0．6％   0．6％  

75′〉79  4．7％   4．4％   2．9％   2．0％   1．5％   1．4％   1．4％  

80～85  7．8％   8．7％   5．8％   4．6％   3．7％   3．2％   3．4％  

85～  6．2％   11．8％   7．9％   9．5％   8．5％   9．0％   10．1％   

（注1）この計算例では、実績ペースで要介護（支援）発生率を作成し、第3期介護保険事業（支援）計画作成時に  
おける2014年までの要介護（支援）認定者数の推計値により、補正を行う方法で推計している。  

（注2）この推計例では、年齢階級別要介護（支援）認定者数について、厚生労働省「介護給付費実態調査（平成17  
年11月審査分）」を使用。これを、平成17年の人口推計をベースにした被保険者数の推計値で除して発生率を  
推計。  

（注3）この推計例では、従来の要介護1の者のうち、  
仮定して、推計している。  

60％程度の者が要支援2となるものと   



都道府県 A県  
区域  全域   

2．要介護（支援）認定者数の見通し（続き）  
l－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－●●■■‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾1  

このシートに入力ケ所はありません。2（りの結果が自動的に引用されます。  
l＿＿＿＿＿＿－＿■■■●－■■■－■■■■■－－－■■●●■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－■  

（2）粗要介護（支援）発生辛の見通し  
（単位：％）  

男  女 性  
総 数               性                              平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42   平成47  

（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

計 計  
40～64  
65～69  
70～74  
75～79  
80～85  
85～  

要支援1 計  
40～64  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0，0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

65～69  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0，4％  0．7％  0＿7％  0．7％  0．7％  0．7％  0．7％  0．7％   

70～74  0．9％  0．9％  0．9％  0．9％  0．9％  0．g％  0，9％  2．0％  2．0％  2．0％  2．0％  2．0％  2．0％  2．0％   

75～79  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  4．7％  4．7％  4．7％  4．7％  4．7％  4．了％  4．7％   

80一一85  
4．3％  4．3％  4．3％  4，3％  4．3％  4．3％  4．3％  7．8％  7．8％  ；・▲■  7．8％  7＿8％  7．8％  7．鍋   

85・－  
6．1％  6．1％  6．1％  6．1％  6．1％  6．1％  6．1％  6．2％  6．2％  6．2％  6．2％  6．2％  6．2％  6，2％   

要支援2 盲十  
40′・■64  

0．1％  0．1％  0，1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0＿1％   

65～69  0．7％  0．7％  0．7％  0．7％  0．7％  0．7％  0．7％  0＿8％  0＿8％  0．8％  0．8％  0．8％  0．8％  0．8％   

70～74  1＿3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．9％  1．9％  1，9％  1．9％  1．9％  1．9％  1．g％   

75～79  2．5％  2．5％  2．5％  2．5％  2．5％  2．5％  2．5％  4．4％  4．4％  4．4％  4．4％  4，4％  4．4％  4．4％   

80～85  5．0％  5＿0％  5．0％  5．0％  5．0％  5．0％  5．0％  8．7％  8．7％  8．7％  8．7％  8，7％  8．7％  8．7％   

85～  9．6％  9．6％  9．6％  9．6％  ● ●－■  9．6％  9．6％  11．8％  11．8％  1l．鍋  11．8％  11．8％  11，8％  11．8％   

要介護1 計  
40・～64  

0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0▼1％  0，1％  0，1％  0．1％  0．1％  0．1％   

65～69  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％  0．5％   

70～74  0，9％  0．9％  0．9％  0．9％  0．9％  0．9％  0．9％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％  1．3％   

75一－79  
1．7％  1．7％  1．7％  1．7％  1．7％  1．7％  1．7％  2．9％  2．9％  2．9％  2．9％  2．9％  2．9％  2．9％   

80～85  3．3％  3．3％  3．3％  3．3％  3．3％  3．3％  3．3％  5．8％  5．8％  5．鍋  5．8％  5．8％  5．8％  5．8％   

85～  6．4％  6．4％  6．4％  6，4％  6．4％  6．4％  6．4％  7．9％  7．9％  7．9％  7．9％  7．9％  7＿9％  7，9％   

要介護2 計  
40′〉64  

0．1％  0▼1％  0．1％  0．1％  0．1％  0，1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0，1％  0．1％  0．1％   

65（一69  0．6％  0．6％  0．6％  0．6％  0．6％  0．6％  0．鍋  0▼4％  0．4％  0．4％  0．4％  0，4％  0．4％  0．4％   
70～74  l．2％  1．2％  1．2％  l．2％  1，2％  1．2％  1．2％  0▼9％  0．9％  ● ●・・  0．9％  0．9％  0．9％  0．9％   

75～79  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．1％  2．0％  2．0％  2．0％  2．0％  2＿0％  2＿0％  2．0％   

80′－85  
3．6％  3．6％  3．6％  3．6％  3．6％  3．6％  3．6％  4．6％  4．6％  4．6％  4，6％  4．6％  4．6％  4．6％   

85～  7．6％  7．6％  7．6％  7．6％  ●■  7．6％  7．6％  9．5％  9．5％  9．5％  9．5％  9．5％  9．5％  9．5％   

要介護3 計  
40～64  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．1％  0．0％  0▼0％  0，0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

65′・一69  
0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0＿4％  0．3％  0．3％  0．3％  0．3％  0．3％  0，3％  0．3％   

70′・一74  
1．0％  1．0％  1．0％  1．0％  1．0％  1．0％  1．0％  0．7％  0．7％  0．了％  0．7％  0．7％  0▼7％  0．7％   

75～79  1．7％  1．7％  1＿7％  1．7％  1．7％  1▼7％  1．7％  1．5％  1．5％  l．5％  1．5％  1．5％  1．5％  1．5％   

80一〉85  
2．9％  2．9％  2．9％  2．9％  2▼9％  2．9％  2．9％  3．7％  3．7％  3．7％  3，7％  3＿7％  3．7％  3．7％   

85～  6．鍋  ●；■・  6．8％  6．8％  6．鍋  ●；・・  6．8％  8．5％  8．5％  8．5％  8．5％  8．5％  8＿5％  8．5％   

要介護4 計  
40－64  0．0元  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0＿0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0，0％  0．0％  0．0％   

65～69  0．4％  0＿4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．4％  0．3％  0．3％  0．3％  0．3％  0＿3％  0．3％  0．3％   

70～74  0．8％  0．鍋  0＿8％  0．8％  0．8％  0．鍋  0．8％  0．6％  0，鍋  0▼6％  0．6％  0．6％  0．6％  0．6％   

75～79  1．4％  1．4％  1．4％  1．4％  1，4％  1．4％  1．4％  1．4％  1．4％  1．4％  1．4％  1，4％  1＿4％  l，4％   

80～85  2．6％  2．6％  2．6％  2．6％  2．6％  2．6％  2．6％  3．2％  3．2％  3．2％  3．2％  3．2％  3．2％  3．2％   

85′・・  

6．3％  6，3％  6．3％  6＿3％  6．3％  6．3％  6＿3％  9．0％  9．0％  9．0％  9，0％  9－0筆  9・0塑  9．0％   

要介護5 計  
40一〉64  

0．1％  0．1鳴  0．1％  0．1％  0．1％  0＿1％  0．1％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

65′・ノ69  
0．4％  0．4％  0．4％  0，4％  0，4％  0．4％  0．4％  0．3％  0．3％  0．3％  0．3％  0，3％  0．3％  0，3％   

70′・′74  
0．8％  0．8％  0．8％  0．鍋  0．鍋  0．8％  0．8％  0．6％  0．6％  0．6％  0．鍋  0．6％  0．6％  0．6％   

75～79  1．5％  1．5％  1．5％  1．5％  1．5％  1．5％  1．5％  1．4％  1．4％  1．4％  1．4％  1▼4％  1．4％  1．4％   

80～85  2．4％  2＿4％  2．4％  2．4％  2．4％  2．4％  2．4％  3，4％  3．4％  3．4％  3．4％  3．4％  3．4％  3．4％   

85～  5．鍋  5．8％  5．8％  5．8％  5．8％  5＿8％  5．8％  10．1％  10．1％  10．1％  10．1％  10．1％  10．1％  10．1％   

4   



都道府県 A県  
区域   全域   

2．要介護（支援）認定者数の見通し（続き）   

（3）粗要介護（支援）認定者数の見通し＝（1）×（2）  

：t（現の表に、第3期幸美計函等を踏まえて設定した、2010年及び2015年の要介護く支援）任序章数を入力してください。  
：具体的には、注を参照してください。（5）の補正計数は自動的に作成されますて  
：■さらに補正が必要と考えられる場合には、（6）の表に100も以外の数値を入力してください。  

総 数  ；＝   －  女 性  
平成17  平成22  平成2了  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成1了  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025ト  （2030）  （2035）   

合計  計  211  255  300  339  370  394  422  66  78  91  101  106  110  117  146  177  209  239  264  284  306   
g  ‖  13  14  15  m  16  26  30  35  田  42  45  45   

要介護1  30  36  42  47  51  54  57  9   

要支援1  35  41  48  53  57  60  61  
要介護2  30  36  43  49  53  56  61  皿  13  15  16  四  柑  匹  匹  24  28  田  36  39  42   
要介護3  25  30  36  41  45  48  52   9  10  四  14  14  15  匹  m  20  24  四  30  33  36   
要介護4  23    34  39  42  46  51   8  ロ  
要介  護5   24  30  3（；  41  45  49  54  8  9   12 13 13 17 21 26  30  33   36  4l   

単独世帯 計  39  9  

要支援1  10   2   2  6  8  9   

要支  13  2  2  3  3  3  9  14  

要介  9  12   2  2  5  6  8  10  

要介  5  8  2  2  4  8  9  

要介   4  6  8  9  2  2  2  2  3  4  8   

要介護4  4  8  8  9  2  2  3  4  8   

要介護5  4   6  8   9   2  2   2   3   5   6   8   9   

夫婦のみ世帯  計   61  田  89  99  104  109  112  26  63  

14  4  6  6  9  ‖  
5  8  8  10  8  14  

ロ ポ2 ロ  

16  
13  4  4  5  6  6  5  6  8  8  9  9  

2  13  4  5  6  8  4  5  8  9  

3  10  4  4  5  6  6  6  3  4  6  

4  6  8  9  12  3  4  4  5  5  6  3  4  5  

5  8   12   3   4   4  5   5  5   3   4   5   6   8   

その他世帯  計  111  129  150  1了1  189  203  225  田  
4  6  6  6  14  23  

要支援1 要支援2  23   

19  
45  6  8  9  10  19   

要介  護1   15  18  20  23  26    30  4  5  5  6  6  21  23   

要介護2  16  19  22  25    30  33  5  8  8  8  13  15  柑  20   25   

要介護3  14  16    21  23  25  29  4  5  6  6  6  9  19  21   

要介護4  13  15  柑  21  23  25  28  4  4  5  5  6  6  6  9  13 15 17 19  

要介護5  14  16      25  27  30  4   4   5   5   5   6   6   24   

（5）第3期介護保険■業計酉ベースの補正係数の見通し  （4）第3期介護保険事業計膏ベースの補正係数の作成  

平成17  平成22  平成27  平成32  平成3了  平成42  平成47  

合計   
要支援1  100．0％  93．6％  94．7％  94．7％  94．了％  94．7％  94．7％   
要支援2  100．0％  110．1％  112．1％  112．1％  ＝2．1％  112．1‰  112．1％   
要介護1  100．0％  77．2％  77．1％  77．1％  77．1％  77．1％  77．1％   
要介護2  100．0％  88．5％  90．5％  90．5％  90．5％  90．5％  90．5％   
要介護3  100．0％  90．0％  90．9％  90．9％  90．9％  90．9％  90．9％   
要介護4  100．0％  89．8％  89．7％  89．7％  89．7％  89．7％  89．了％   
要介護5  100．0％  g2．2％  92．5％  92．5％  92．5㌔  92．5％  92．5％   

（注）この推計例では、2020年以降の    補正係数  も、2015年  と同様としている。   

第3期事業計画値（千人）   ：粗推吉†値（千人）   補正係数（≠）  

平成22  平成27  平成22  平成27  平成22  平成27  
（2010）  （2015）  （2010）  （2015）  （2010）  （2015）   

237  282  255  300   
計  93．6％  94，7％   

要支援2   59  了0  54  63  110．1％  112．1％   
要介護1   28  32  36  42  了了．2％  7了．1％   
要介護2   32  39  36  43  88．5％  90．5％   
要介護3   27  33  30  36  90．0％  一● ■・   
要介護4   25  30  28  34  89．8㌔  89．7％   
要介護5   28  33  30  36  ●   ■r  92，5％   

（注）第3期介護保険  案計画ベースの推   計値は、2014年までしか作成   
（6）予防効果、丘♯病床・一般病味の潜在的認定者の顕在化等に伴う補正係数の見通し  されていないが、この推計例では、2013年から2014年の変化幅を用  

いて、2015年の推計値を作成し、補正係数を作成している。  

場合には、この係数を100％未満に設定。  
（注2）療養病床・一般病床に潜在的認定者が顕在化すると見込まれる場合  

には、この係数を100％超に設定。  
（注3）将来の認定率の上昇が見込まれる等の場合にも、ここで調整が可能。   



都道府県 A県  
区域  全域   

2．要介護（支援）認定者数の見通し（続き）   

（7）要介護（支援）認定者数の見通し（補正後）＝（3）×（5）×（6）  

13（りの表に、施設・居住系サービスの利用状況の実歳を入力してください。  
13（ぉの表に、療養病床の利用状況の実績及び、今後の転換の見通しに係る振定倭等を  
入力してください。  

男 性  女  
総 数                              性               平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32   平成37  平成42  平成4了  

（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   
合計  計   211  237  282  319  347  371  396  66   72   85   94   99  104  109  146  165  197  225  248  267  287   

要支援1   35   39   45   50   54   57   58   9   10   14   15   26   28   37   40   42   42   

要支援2   45   59   70   86   91   96   13   20   22   24   25   26   32   42   50   56   62   67   70   

要介護1   30   28   32   36   39   42   44   g   8   9   10   12   20   23   26   28   32   

要介護2   30   32   39   44   48   13   15   16   17   21   26   29   32   35   38   

要介護3   25   27   33   40   43   47   9  9  12   13   13   14   16   18   22   25   28   30   33   

要介護4   23   25   30   38   41   45  8  8  9  12   12   21   24   27   29   33   

要介護5   24   28   33   38   42   45   50   8  8   10   12   12   19   24   27   31   33   

単独世帯   計   39   47   58   66   72   80   9  12   14   14   32  47  53  58  63  65  

要支援1  8  10  12  13  13  2  2  2  2  6  10  10  

要支援2  9  12  18  19  20  2  3  4  10  14  16  16  

要介護1   6  8  9  g  2  2  5  5  6  

要介護2  8  9  10  10  2  2  2  4  5  6  了  8  9  

要介護3  4  6  8  9  9  2  2  3  4  6  

要介護4   4  6  8  8  9  2  2  3  4  6  了  

要介護5   4  6   8  8  9   10  2  2  3   4  8  

夫婦のみ世帯  計   61   70   84   93   98  103  105   26   30   36   40  41   43   45   35  40  53  56  59  60  

要支援1  15  16  17  4  4  6  6  6  7  10  

要支援2   13  21  25   26   26  5  7  9  9  10  10  8  15  15  

要介護1  9  10  12  12  4  4  4  5  5  7  7  

要介護2  9  13   14  15  4  5  6  6  4  5  6  7  8   

婁介護3  7  9  12   12  4  4  5  6  6  3  4  6  6  6   

要介護4  6  8  9  10   3  3  4  4  5  5  4  4  5  6  6   

要介護5  6   9  10  12  3  3   4  4  5  5  5  4   6  6  6  

その他世帯  計   111  120  141  160  178  1gl  211   32   34   39  42   44   46   50   79  86  

要支援1  17  18  20  23  25  27  28  4  5  5  6  6  6  12  19  20  

要支援2  23  29  34  39  43  46  50  6  8  9  10  10  12  17  25  29  33  35  39  

要介護1  15  14  16  18  20  23  4  4  4  5  5  10   13   15   16   18  

20  23  25   27  30  5  5  6  8  14   18   20   22   

要介護3   
要介吾妻2  

16  14   21   23   26  4  4  5  6  6  6  7  9  10   12   14   16   1了   19   

要介護4   13   14   16   18   20   22   25  4  4  4  5  5  5  6  9  10   12   14   16   20   

要介護5   14   18   20   23   25   28  4  4  4  5  5   6  10   16   18   19   22   

3．施設・居住系サービス（中圭鹿用）需要の見通し   

（1）現在の施設・居住系サービス利用状況  （2）療手痛床の利用状況   

旦）療養病床 病床数  30，422床  
②  うち介護療養型医療施設利用10，279人  
③  うち医療療養病床病床見込み 20，143床（①－②）  

1  

④ 療養病床の見直しに伴い、介護施設等の需要が増加する分  
5．640人分  
11．9％（対要介護4t5認定者数割合）   

（注）療養病床の見直しに伴い、介護施設等の需要が増加する分を推計。  
この推計例では、現行の医療療養病床病床数のうち、  

概ね  2／5（＝10／25）程度の  
さらに   7／10程度、   

と仮定している。   

（単位二千人）  

合計  要支援1  要支援2  要介護1  要介護2  要介護3  要介護4  要介護5   

要介護（支援）認定者軒  211   35   45   30   30   25   23   24   
利用者数  居住系計   51   0   2   田   8   10   12   13  

特  養   18   2  2  4  5  6  

老  健   13  2  3  3  3  2  

介護療養   10  0  0  3  6  

特  定   2  0   0  0  0  0  0  0  

G   H  9  3   2   0   

居住系利用  ／認定者（％）  24，2％  0．6％  4，2％  18．3％  26．9％  40＿3％  53．3％  54＿9％   
（注1）ここでは現行の参酌標準の対象を主に中重度用の施設■居住系サービスのベースと仮定。   
（注2）この推計例では、厚生労働省「介護給付費実態調査（平成17年11月審査分）」の利用者  

と上記推計による要介護（支援）認定者数を用いて計算。  
（注3）この推計例では、従来の要介護1の者のうち、  

なるものと仮定して、推計している。  
6仇程度の者が要支援2と  



都道府県 A県  
区域  全域   

3．施設】居住系サービス（中重度用）需要の見通し（続き）   

（3）施設・居住系サービス（主に中重度用）需要の見通し   

ケースⅠ：地域ケアが相当程度進んだケース   

○ 需要の仮定  

要介護（支援）認定者数に対する施設・居住系サービス（主に中重度用）が  
必要と考えられる割合（仮定値）を入力して、需要量を推計するシートです。  

○ 需要の見通し  （千人）  

平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

要支援1  

妻支援2  
婁介護1  

軍介凍2  
章介護8  

．婁介す4  
介護5  

単独世帯 計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4，2％  

要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  71．6％  90．0％  85．0％  80．0％  75．0％  70．0％   
要介護5  54．9％  72．5％  90．0％  85．0％  80．0％  75．0％  70．0％   

夫婦のみ世帯 計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  

要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  

要介護4  53．3％  71．6％  90．0％  85．0％  80．0％  75．0％  70．0％   
要介護5  54．9％  72．5％  90．0％  85．0％  80．0％  75．0％  70．0％   

その他世帯計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  
要介護1   1臥3％  

要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  51．6％  50．0％  45．0％  40．0％  35．0％  30．0％   
要介護5  54．9％  52．5％  50．0％  45．0％  40．0％  35．0％  30．0％  

（注）地域ケアが相当程度進んだ場合を想定。具体的には、   
・地域ケアの推進により2015年までに施設一居住系サービス需要の中重度化が進み、その後も地域ケアの一層の推進により需要の程度（各要介護度の認定者に  
対する需要の割合）が低減していくケース。   



都道府県 A県  
区域  全域  

3．施設・居住系サ⊥ビス（中重度用）需要の見通し（続き）  

（3）施設・居住系サービス（主に中重度用）需要の見通し（続き）   

ケースⅡ：地域ケアがある程度進んだケース   

○ 需要の仮定  

要介護（支援）認定者数に対する施設・居住系サービス（主に中重度用）が  
あ要と考えられる割合（仮定値）を入力して、需要量を推計するシートです。  

平成37  平成42  平成47  

合計 計  
要支援1  

妻支援2  
要介牲1  

要介凛2  
事介革3  
要介護4  

介護5  

単独世帯 計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  

要介護1   18，3％  
要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  71．6％  90．0％  87．5％  85．0％  82．5％  80．0％   
要介護5  54．9％  72．5％  90．0％  87．5％  85．0％  82．5％  80．0％   

夫婦のみ世帯 計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  

要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  

要介護4  53．3％  71．6％  gO．0％  87，5％  85．0％  82．5％  80．0％   
要介護5  54．9％  72．5％  90．0％  87．5％  85．0％  82．5％  80．0％   

その他世帯 計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  
要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  51．6％  50．0％  47．5％  45．0％  42．5％  40．0％   
要介護5  54．9％  52．5％  50．0％  47．5％  45．0％  42．5％  40．0％   

（注）ケースⅠにおいて、2015年以降の需要の程度の低減が緩やかなケース。  

8   



都道府県 A県  
区域  全域   

3．施設・居住系サービス（中重度用）需要の見通し（続き）  
要介護（支援）認定者数に対する施設・居住系サービスく主に中重度用）が  

必要と考えられる割合（仮定棲）を入力して、需要量を推計するシートです。  
（3）施設一居住系サービス（主に中重度用）需要の見通し（続き）   

ケースⅢ：中重度化へのシフトが進んだケース（中重度者の地域ケアはあまり進まないケース）  

○ 需要の仮定  ○ 需要の見通し  （千人）  

平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計 計  
要支援1  
要支援2  
要介護1  
要介護2  
妻介護8  
葉介穫4  

介凛5  

単独世帯 計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  
要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  71．6％  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％   
要介護5  54．9％  72．5％  llll・  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％   

夫婦のみ世帯計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  

要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  71．6％  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％   
要介護5  54．9％  72．5％  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％  90．0％   

その他世帯計   
要支援1   0．6％  
要支援2   4．2％  
要介護1   18．3％  
要介護2   

要介護3  
要介護4  53．3％  51．鍋  50．0％  50．0％  50．0％  50．0％  50．0％   
要介護5  54．9％  52．5％  50．0％  50．0％  50．0％  50．0％  50．0％   

（注）ケースⅠ・Ⅱにおいて、2015年以降の需要の程度の低減がないケース。  




